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               審   査   の   要   旨 
 
 本学位論文において船越舟一氏は、抗体産生B細胞に発現するBILL-カドヘリン／カドヘリン1
7（CDH17）分子の機能解析を入念に行い、それが適応免疫系における免疫記憶維持機構に重要な
働きをしている事を突き止めて、初めて記憶B細胞ニッチの存在を示すことに成功した。この研
究過程において、カドヘリン17遺伝子欠損マウスの免疫記憶能を非常に長期間にわたり詳細に観
察して、その機能異常を明らかにした事は特筆すべき粘り強さである。さらに、その現象の作用
機作の解析にあたり、極度に存在頻度が低い記憶B細胞のマウス個体内における動態について、
困難な実験を何度も正確に繰り返して統計的有意性を判断出来るまでに観察結果の質を高めた。
非常に高度な免疫学的技術である、特異細胞集団の細胞周期解析や増感蛍光免疫組織染色法につ
いても自ら工夫して世界トップクラスの観測レベルを達成した。研究の論理の進め方についても、
良く当該分野の研究動向を理解した上で錬られており、卓越している。本研究は、免疫学に残さ
れた重要な問題の一つである、免疫記憶長期保持の分子機構を理解する上で突破口となる結果を
得る事に世界で初めて成功した点で、極めて学術的価値が高い。 
 平成２７年２月３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
